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特集1令和6年度
当初予算を可決 !

●台湾交流事業 401万9千円
　台湾新北市淡水区との友好交流を図るための
事業を実施します。
・淡水区関係者を大火勢に招待し交流をします。
・ 台湾交流アドバイザリー業務を委託し、通年
で関係者との連絡調整や情報収集を行います。

● 台湾新北市淡水区との友好交流都市
覚書締結に係るインバウンド推進 
事業 422万5千円

　台湾インバウンドの推進にむけた観光面から
の取り組みを進めます。
・職員の育成のための現地視察
・観光協会の台湾観光交流情報発信事業への補助
・観光パンフレットの外国語版の増刷

問  台湾との交流にさまざまな事業の予算が計上され
ているが、どのように取り組んでいくのか。

答  基本的には覚書によって交流を促進し、より効果
が出るよう検討を重ねながら順次取り組む。

●中学生海外派遣事業 1,433万4千円
　ホームステイを通して国際交流を深め新感覚
を持ったリーダーを養成するため、中学生を
ニュージーランドに派遣する。

問  台湾との交流が始まるなかで、派遣先は検討され
たのか。

答  ホストファミリーの確保が困難であることから、
ニュージーランドへの派遣とした。

国際交流

●児童手当制度が拡充されます  
 1億3,747万8千円
　家庭における生活の安定と次世代の社会
を担う児童の健やかな成長のための制度が
拡充されます。
・支給対象…高校生までに
・所得制限…無しに
・支払月…年6回（偶数月）に
・額拡充後の支給月額…
　３歳未満 第１子、第２子：15,000円
 第３子以降　　：30,000円
　３歳～高校生 第１子、第２子：10,000円
 第３子以降　　：30,000円
・支給開始月　令和6年12月

●進学サポート事業 4,112万円
　就学意欲のある若者の未来を応援するため、
国内の大学などに在学する者を扶養する保
護者へ支援しています。

問  学生からアンケートの提出がない場合の対応は。
答  アンケートは必須であり、提出されない場合

は給付金は支給しない。

●子供の遊び場整備事業  
 840万2千円
　「さきやま会館」を児童館として充実させ
ていくことにより、名田庄地域で不足する
子どもの遊び場の整備を進めていきます。
・検討委員会の設置
・実施設計業務の委託

問  施設の改修による地域活動への支障はないか。
答  地域の利用状況からみて特に支障はない。

子育て応援

海外派遣での授業風景

台湾との交流の様子

さ
き
や
ま
会
館
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予算総額156億1,143万円　12億2,387万円増

123億3,000万円

前年度当初予算比
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●地域防災計画等の改定  
 1,700万円
　国や県の定める関連法規と各種計画の
改正に伴ない改定をします。

問  能登半島地震などによる上位計画の改定が
なされた場合の対応は。

答  国の計画が改定されれば早急に対応が必要
である。

●備蓄資材購入 600万円
　避難所に必要な資材を計画的に整備し
ます。
・パーテーション、簡易ベッド 
 各180張・台
（令和7年度までに900張・台を調達予定）

問  トイレや冬季対策としての寝袋は整備しな
いのか。

答  トイレは整備済である。また、冬季対策と
して毛布は整備しているが、寝袋は計画し
ていない。

災害に強いまちづくり

●企業立地動向調査業務 496万円3千円
　「しごとみらい産業団地」を全国の企業に広くPR
する企業誘致活動の基礎資料として本町へのニーズ
を調査・把握し、より積極的な誘致活動につなげます。
［効果］
　１ 起業目線での立地ニーズやメリットがわかる
　２ PR動画を企業誘致ツールとして活用
　３ 企業情報を分析し、訪問活動へ展開
［調査件数］　5,000件

問  調査より企業訪問を優先するべきではないか。
答  調査を行うことで、より効果的な企業訪問が可能となる。

●起業促進支援事業 2,521万4千円
　町内において創業を希望する者に、創業時の負担
軽減のため、初期投資などに係る費用のうち2 /3（上
限500万円）を補助します。

仕事を創生

避難所で使用する
パーテーション

しごとみらい産業団地
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議会コメント

若者目線で町のPRを考えたところは良かった。
また来ようだけでなく、まずは行ってみたいも大切。
ハッシュタグ「#」の活用も検討しては。

町 の 未 来 を 提 案
特集2

・ 名田庄に来る観光客を増やし、
名田庄の魅力を知ってもらう
・ 若い人たちが、少しでも地元に
残ってほしい
・ 「羽や風船」を描いた黒板アー
トの制作
・ 名田庄の空の美しさをPRする
「月のオブジェ」の制作
・ パネル設置後は情報発信ツール
「SNS、インスタグラム」など
で発信

・ 校外学習において京都市観光協会を訪問
・ 名田庄オリジナルチラシの作成を決定
・ 作成ポイントは、名田庄地域の独自性をアピール
・ 特産品「自然薯」を活用したクッキーやソバをPR

・ 星のフィエスタ、陰陽師と関係の深い土御門の紹 介
・ 豊かな自然を代表する「野鹿の滝」を取り入れる
・ 南川沿いの桜並木と駄菓子屋の紹介

議会コメント

地元をPRしたい思いが伝わる良い提案。
昨年開催した「名田庄トレイルラン」も
取り上げては。

安倍晴明のお母さんの狐を安倍晴明のお母さんの狐を
イメージしたパネルを作成イメージしたパネルを作成

中学生議会は、議会のことを中学生に知ってもらうことを 目的に開催するものです。
今回は、名田庄中学校の2年生が、次代を担う10代の目線 で考えた「町の活性化策」を堂々と発表 
してくれました。
最初は初めての議場に戸惑ったようでしたが、発表が始ま ると元気よく議員に対し総合的な学習で 
生徒自らが見つけた課題へのさまざまな対応策を考えて提案 してくれました。
おおい町議会では、提案された若者の思いが町政に反映 されるよう取り組んでいきます。

インスタ映え
スポットづくりグループ

名田庄をオリジナルチラシでＰＲ名田庄をオリジナルチラシでＰＲ
名田庄活性化グループ

※ 映えスポット…インターネット上
で人気の写真写りが良い場所
※ ハッシュタグ…インターネット上
で興味のある文言に容易に検索で
きる仕組み

中学生議会

2月 2 7日
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特産品「自然薯」を活用した特産品「自然薯」を活用した
ドーナツの商品化ドーナツの商品化

新商品開発グループ

町 の 未 来 を 提 案

・結論はバスケットコートをつくる
・子どもの遊びが固定化（ゲーム、川遊び）
・ 現状は少子高齢化が進んでいる。名田庄中学校
の生徒数は、昭和36年319人、令和5年51人

・課題は、遊ぶ人が減って、遊ぶ場所が少ないこと
・ バスケットコートの選択理由は「低コスト」「誰
でも気軽に遊べてけがをしにくい」
・ 大人も体を動かし健康な体 
づくりにつながる
・ 近隣からも人が集まり、地域
の活性化につながる

・ 自然薯の調理方法を
あまり知らなかった
・ 自然薯を使ったドーナツの開発に着手
・ 自然薯の下処理に苦戦
・ 第1回試作調理：油っこく形がリング状にならない
・ 第2回試作調理：油っこさはなくなったが硬くなる
・ 第3回試作調理：生地の水分を調整し成功
・ 課題は、時間が経つと外側が固くなったことや、自然薯
感があまり感じられない

議会コメント

遊び場が少ないと言った現状を把握
した中で、あきない館跡地の有効活
用の提案は良かった。

議会コメント

町の特産品「自然薯」に着目した点がよかった。  
大手ドーナツ会社に対抗できる自然薯ドーナツに期待する。

中学生議会は、議会のことを中学生に知ってもらうことを 目的に開催するものです。
今回は、名田庄中学校の2年生が、次代を担う10代の目線 で考えた「町の活性化策」を堂々と発表 
してくれました。
最初は初めての議場に戸惑ったようでしたが、発表が始ま ると元気よく議員に対し総合的な学習で 
生徒自らが見つけた課題へのさまざまな対応策を考えて提案 してくれました。
おおい町議会では、提案された若者の思いが町政に反映 されるよう取り組んでいきます。

旧あきない館跡地の有効活用旧あきない館跡地の有効活用
「名田庄パーク計画！」「名田庄パーク計画！」

名田庄活性化グループ

名田庄中学校名田庄中学校

22年生年生
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■賛否が分かれた議案
寺井 高本 中西 屋敷 田中 堤 細川 原田 辻 尾谷 猿橋啓 今川 猿橋巧

議案第 3号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ─ ○ ○ ○ ○ ○ ●
議案第 5号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ─ ○ ○ ○ ○ ○ ●
議案第12号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ─ ○ ○ ○ ○ ○ ●
議案第15号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ─ ○ ○ ○ ○ ○ ●
議案第22号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ─ ○ ○ ○ ○ ○ ●
議案第23号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ─ ○ ○ ○ ○ ○ ●
議案第24号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ─ ○ ○ ○ ○ ○ ●
○は賛成、●は反対、除は除斥、退は退席、欠は欠席　（細川議長は採決に加わらない）

令和６年１月臨時会議　議案審議結果
議案番号 件　　　　　　　　　　名 審議・付託 議決結果 参照先

議案第 1号 令和5年度一般会計補正予算（第7号） ── 原案可決 P7

令和６年３月定例会議　議案審議結果
議案番号 件　　　　　　　　　　名 審議・付託 議決結果 参照先

報告第 1号 専決処分の承認を求めることについて（工事請負変更契約の締結に
ついて（トンネル照明設備更新工事（本郷トンネル））） ── 承　　認 P7

議案第 2号 産業育成基金条例の廃止について 〈産建〉 原案可決 P7
議案第 3号 令和5年度一般会計補正予算（第8号）

〈予算〉

原案可決 P7～P8
議案第 4号 令和5年後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第2号） 原案可決

P8

議案第 5号 令和5年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第3号） 原案可決
議案第 6号 令和5年度国民健康保険診療事業特別会計補正予算（第3号） 原案可決
議案第 7号 令和5年度介護保健事業特別会計補正予算（第3号） 原案可決
議案第 8号 令和5年度介護サービス事業特別会計補正予算（第1号） 原案可決
議案第 9号 令和5年度簡易水道事業特別会計補正予算（第2号） 原案可決
議案第10号 令和5年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第3号） 原案可決
議案第11号 令和5年度特定環境保全公共下水道事業特別会計補正予算（第2号） 原案可決
議案第12号 手数料徴収条例の一部改正について

〈総務〉

原案可決
議案第13号 一般職の職員の給与に関する条例の一部改正について 原案可決
議案第14号 会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正について 原案可決
議案第15号 国民健康保険税条例の一部改正について 原案可決

P9

議案第16号 暦会館の設置及び管理に関する条例の一部改正について
〈産建〉

原案可決

議案第17号 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を
定める条例の一部改正について 原案可決

議案第18号 介護保険条例の一部改正について 〈総務〉 原案可決
議案第19号 漁港管理条例の一部改正について 〈産建〉 原案可決
議案第20号 企業振興条例の一部改正について 原案可決
議案第21号 名田庄岩の鼻遺跡館の設置及び管理に関する条例の廃止について 〈総務〉 原案可決 P7
議案第22号 令和6年度一般会計予算

〈予算〉

原案可決

P10

議案第23号 令和6年度後期高齢者医療事業特別会計予算 原案可決
議案第24号 令和6年度国民健康保険事業特別会計予算 原案可決
議案第25号 令和6年度国民健康保険診療事業特別会計予算 原案可決
議案第26号 令和6年度介護保険事業特別会計予算 原案可決
議案第27号 令和6年度介護サービス事業特別会計予算 原案可決
議案第28号 令和6年度簡易水道事業会計予算 原案可決
議案第29号 令和6年度下水道事業会計予算 原案可決

議案第30号 工事請負契約の締結について
（里山文化交流センター空調設備更新工事） 〈総務〉 原案可決

議案第31号 町道路線の廃止について

〈産建〉

原案可決

P11

議案第32号 町道路線の認定について 原案可決

議案第33号 小浜市とおおい町との廃棄物（可燃物）の処理に関する事務の事務
委託に関する規約の廃止について 原案可決

議案第34号 おおい町と高浜町との廃棄物（可燃物）の処理に関する事務の事務
委託に関する規約の廃止について 原案可決

議案第35号 令和5年度一般会計補正予算（第9号） ── 原案可決 P8

陳情第 1号 保育士配置の最低基準の引き上げと、保育予算の大幅な増額を求め
る意見書の採択を求める陳情 〈総務〉 趣旨採択 P11

発委第 1号 議会委員会条例の一部改正について ── 原案可決 P9
発委第 2号 議会会議規則の一部改正について ── 原案可決 P10

── 議員派遣報告および議員派遣 ── 報告および派遣
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日

１
月
臨
時
会
議

令
和
6
年
1
月
22
日

■
審
議
内
容

１
月
臨
時
会
議
に
付
議
さ

れ
た
、
議
案
１
件
を
審
査
し

た
。■

議
案
審
議

補
正
予
算
を
可
決

●
議
案
１
号

令
和
５
年
度
お
お
い
町
一
般

会
計
補
正
予
算
︵
第
７
号
︶

６
１
０
７
万
７
千
円
増
額

︻
主
な
歳
出
内
容
︼

◯ 

価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付

金
給
付
事
業

１
９
８
６
万
１
千
円
増
額

◯
商
工
管
理
事
業

３
月
末
ま
で
に
生
活
応
援

拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て

町
民
ひ
と
り
あ
た
り
５
０
０

０
ポ
イ
ン
ト
を
配
布
す
る
も

の
。４

１
２
１
万
６
千
円
増
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

■
審
議
内
容

３
月
定
例
会
議
に
付
議
さ

れ
た
、
報
告
１
件
、
議
案
34

件
、
陳
情
１
件
、
発
議
２
件

を
審
査
し
た
。

■
議
案
審
議

報
告
事
項
を
承
認

●
報
告
１
号

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

︵
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締

結
に
つ
い
て
︵
ト
ン
ネ
ル
照

明
設
備
更
新
工
事
︵
本
郷
ト

ン
ネ
ル
︶︶︶

︻
主
な
変
更
内
容
︼

・ 

小
学
校
の
通
学
路
と
な
っ

て
い
る
箇
所
に
交
通
指
導

員
を
追
加
で
配
置
し
、
児

童
の
安
全
を
確
保
す
る
も

の
。【

全
会
一
致
・
承
認
】

条
例
の
廃
止
を
承
認

●
議
案
２
号
︿
産
建
﹀

お
お
い
町
産
業
育
成
基
金
条

例
の
廃
止
に
つ
い
て

産
業
の
育
成
に
あ
た
り
、

事
業
の
立
ち
上
げ
お
よ
び
そ

の
活
性
化
に
必
要
な
資
金
の

貸
し
付
け
を
行
う
も
の
で
あ

る
が
、
新
た
な
貸
し
付
け
が

今
後
な
い
こ
と
か
ら
、
令
和

６
年
４
月
１
日
を
も
っ
て
当

該
基
金
条
例
を
廃
止
す
る
も

の
。主

な
質
疑

問
こ
の
基
金
に
代
わ
る

町
の
事
業
は
。

答

 

お
お
い
町
中
小
企
業

振
興
資
金
融
資
や
起

業
促
進
支
援
事
業
な
ど
に
よ

り
、
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
21
号
︿
総
務
﹀

お
お
い
町
名
田
庄
岩
の
鼻
遺

跡
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

令
和
４
年
９
月
末
を
も
っ

て
閉
館
し
た
こ
と
か
ら
、
当

該
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
。

主
な
質
疑

問
岩
の
鼻
遺
跡
の
展
示

物
は
ど
こ
に
設
置
す

る
の
か
。

答

 

現
在
、
郷
土
史
料
館

に
て
保
存
し
て
お

り
、
定
期
的
に
展
示
を
し
て

い
る
。【

全
会
一
致
・
可
決
】

補
正
予
算
を
可
決

●
議
案
３
号
︿
予
算
﹀

令
和
５
年
度
お
お
い
町
一
般

会
計
補
正
予
算
︵
第
８
号
︶

６
億
３
４
１
５
万
５
千
円

増
額

︻
主
な
歳
出
内
容
︼

◯ 

財
政
調
整
・
減
債
基
金
利

子
等
積
立
事
業

８
億
７
６
２
６
万
８
千
円

増
額

◯ 

予
防
事
業
費
国
庫
補
助
金

等
精
算
事
務

８
７
４
万
４
千
円
増
額

◯ 

保
健
・
医
療
・
福
祉
総
合

施
設
医
療
設
備
等
整
備
基

金
積
立
事
業

１
０
５
６
万
円
増
額

◯
除
雪
対
策
事
業

２
２
８
７
万
４
千
円
増
額

◯
防
災
対
策
事
業

１
２
１
０
万
２
千
円
増
額

◯ 

頭
布
山
青
少
年
旅
行
村 

管
理
運
営
事
業

５
７
３
万
６
千
円
減
額

◯
小
学
校
管
理
事
業

９
１
６
万
６
千
円
増
額

◯
中
学
校
校
舎
等
改
修
事
業

２
７
２
万
４
千
円
増
額

主
な
質
疑

問
頭
巾
山
青
少
年
旅
行

村
再
整
備
基
本
計
画

の
国
の
補
助
事
業
が
不
採
択

と
な
っ
た
が
今
後
の
取
り
組

み
は
。

答

 

財
源
の
確
保
を
含
め

て
継
続
的
に
検
討
す
る
。

頭巾山青少年旅行村

岩の鼻遺跡出土品展示の様子
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特
集
①

特
集
②

活
動
報
告

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

一
般
質
問

追 

跡

審
議
内
容

問
財
政
調
整
基
金
の
積

立
金
を
区
長
要
望
な

ど
へ
の
対
応
に
活
用
で
き
な

い
か
。

答

 

要
望
に
は
配
慮
し
て

い
る
が
、
町
と
し
て

中
長
期
を
見
据
え
た
財
政
需

要
へ
の
対
応
を
し
て
い
る
。

問
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の

購
入
額
の
増
加
理
由

は
。答

 

当
初
は
４
教
科
の
み

で
あ
っ
た
が
、
11
教

科
対
応
と
な
っ
た
た
め
。

討　
論

○
反
対 

猿
橋　
巧 

議
員

戸
籍
住
民
基
本
台
帳
事
務

に
お
け
る
シ
ス
テ
ム
改
修
事

業
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
流
出
の

懸
念
か
ら
反
対
す
る
。

【
賛
成
多
数
・
可
決
】

●
議
案
４
号
︿
予
算
﹀

令
和
５
年
度
お
お
い
町
後
期

高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
︵
第
２
号
︶

３
３
１
万
６
千
円
減
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
５
号
︿
予
算
﹀

令
和
５
年
度
お
お
い
町
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
︵
第
３
号
︶

３
７
５
１
万
６
千
円
減
額

【
賛
成
多
数
・
可
決
】

●
議
案
６
号
︿
予
算
﹀

令
和
５
年
度
お
お
い
町
国
民

健
康
保
険
診
療
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
︵
第
３
号
︶

８
８
２
万
８
千
円
減
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
７
号
︿
予
算
﹀

令
和
５
年
度
お
お
い
町
介
護

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
︵
第
３
号
︶

１
５
９
５
万
４
千
円
減
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
８
号
︿
予
算
﹀

令
和
５
年
度
お
お
い
町
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
︵
第
１
号
︶

15
万
８
千
円
減
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
９
号
︿
予
算
﹀

令
和
５
年
度
お
お
い
町
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
︵
第
２
号
︶

１
１
１
０
万
９
千
円
減
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
10
号
︿
予
算
﹀

令
和
５
年
度
お
お
い
町
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
︵
第
３
号
︶

２
１
５
６
万
円
減
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
11
号
︿
予
算
﹀

令
和
５
年
度
お
お
い
町
特
定

環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
︵
第
２

号
︶

４
５
０
万
８
千
円
減
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
35
号

令
和
５
年
度
お
お
い
町
一
般

会
計
補
正
予
算
︵
第
９
号
︶

繰
越
明
許
費
の
追
加
の
み

【
全
会
一
致
・
可
決
】

条
例
改
正
を
可
決

●
議
案
12
号
︿
総
務
﹀

お
お
い
町
手
数
料
徴
収
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

戸
籍
法
の
一
部
改
正
に
伴

う
地
方
公
共
団
体
の
手
数
料

の
標
準
に
関
す
る
政
令
の
一

部
改
正
に
準
じ
て
、
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
。

主
な
質
疑

問
今
回
の
戸
籍
法
一
部

改
正
に
伴
う
手
数
料

は
、
全
国
一
律
か
。
市
町
で

違
う
の
か
。

答
 

地
方
自
治
法
の
戸
籍

手
数
料
は
政
令
で
定

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

と
し
て
お
り
、
今
回
改
正
の

手
数
料
に
つ
い
て
は
全
国
一

律
で
あ
る
。

【
賛
成
多
数
・
可
決
】

●
議
案
13
号
︿
総
務
﹀

お
お
い
町
一
般
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

人
事
院
の
給
与
勧
告
な
ど

に
基
づ
き
、
国
家
公
務
員
の

給
与
改
定
に
準
じ
て
、
職
員

手
当
に
在
宅
勤
務
等
手
当
を

新
設
す
る
も
の
。

主
な
質
疑

問
新
設
さ
れ
る
在
宅
勤

務
等
手
当
が
該
当
と

な
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
業

務
か
。

答

 

基
本
的
に
は
ど
の
仕

事
で
も
在
宅
勤
務
を

想
定
し
た
規
定
と
な
っ
て
い

る
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
14
号
︿
総
務
﹀

お
お
い
町
会
計
年
度
任
用
職

員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

地
方
自
治
法
の
改
正
及
び

人
事
院
の
給
与
勧
告
等
に
基

づ
き
、
一
般
職
の
職
員
の
給

料
表
の
改
定
に
準
じ
た
給
料

表
の
改
定
、
並
び
に
、
職
員

手
当
に
勤
勉
手
当
お
よ
び
在

宅
勤
務
等
手
当
を
新
設
す
る

も
の
。

主
な
質
疑

問
勤
勉
手
当
の
支
給
に

つ
い
て
は
勤
務
評
定

が
さ
れ
る
の
か
。

答

 

一
般
職
と
同
様
に
勤

務
成
績
評
定
を
導
入

す
る
予
定
で
あ
る
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】
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特
集
①

特
集
②

活
動
報
告

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

一
般
質
問

追 

跡

審
議
内
容

●
議
案
15
号
︿
総
務
﹀

お
お
い
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

福
井
県
が
示
す
国
民
健
康

保
険
税
の
標
準
保
険
料
率
を

参
考
と
し
て
、
被
保
険
者
の

負
担
が
急
増
し
な
い
よ
う
、

段
階
的
に
そ
の
標
準
保
険
料

率
に
近
づ
け
る
た
め
、
税
率

を
改
め
る
も
の
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
16
号
︿
総
務
﹀

お
お
い
町
暦
会
館
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

暦
会
館
の
職
員
に
つ
い
て
、

学
芸
員
の
資
格
を
持
っ
た
正

規
職
員
の
確
保
な
ど
、
適
宜

適
切
な
職
員
を
配
置
し
管
理

運
営
を
行
う
こ
と
か
ら
、
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

主
な
質
疑

問
学
芸
員
資
格
者
採
用

の
見
込
み
は
。

答

 

現
在
、
学
芸
員
資
格

を
持
つ
一
般
職
の
職

員
が
４
名
お
り
、
今
後
一
定

の
期
間
、
安
定
し
て
学
芸
員

資
格
を
持
っ
た
職
員
が
職
務

に
当
た
る
こ
と
が
可
能
と
見

込
ん
で
い
る
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
17
号
︿
総
務
﹀

お
お
い
町
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

母
体
保
護
法
施
行
規
則
等

の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府

令
の
施
行
に
よ
る
特
定
教

育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地

域
型
保
育
事
業
並
び
に
特
定

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
設

等
の
運
営
に
関
す
る
基
準
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
。

主
な
質
疑

問
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス

ク
媒
体
は
現
在
で
も

使
用
し
て
い
る
の
か
。

答

 

現
在
は
フ
ロ
ッ
ピ
ー

デ
ィ
ス
ク
が
使
用
で

き
な
い
機
器
と
な
っ
て
い

る
。
今
回
の
改
正
で
特
定
の

記
録
媒
体
表
現
を
な
く
し
、

電
気
磁
気
媒
体
と
い
う
表
現

に
改
め
る
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
18
号
︿
総
務
﹀

お
お
い
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

︻
主
な
改
正
内
容
︼

・ 

保
険
料
基
準
額
を
現
行
の

月
額
６
２
０
０
円
か
ら
月

額
５
８
０
０
円
に
改
定
す

る
も
の
。

・ 

国
の
基
準
に
従
い
、
保
険

料
段
階
を
９
段
階
か
ら
13

段
階
へ
多
段
階
化
す
る
と

と
も
に
、
高
所
得
者
の
標

準
乗
率
を
引
き
上
げ
、
低

所
得
者
の
標
準
乗
率
の
引

き
下
げ
を
行
う
も
の
。

主
な
質
疑

問
介
護
保
険
料
金
が
下

が
っ
た
理
由
は
。

答

 

介
護
給
付
準
備
基
金

の
残
高
を
考
慮
し
、

被
保
険
者
の
負
担
を
軽
減
す

る
目
的
で
保
険
料
を
下
げ
た
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
19
号
︿
産
建
﹀

お
お
い
町
漁
港
管
理
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

漁
港
漁
場
整
備
法
及
び
水

産
業
協
同
組
合
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
が
令
和
6 

年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
。

主
な
質
疑

問
占
用
料
の
徴
収
に
関

す
る
規
定
が
追
加
さ

れ
る
が
、
占
用
料
の
徴
収
が

発
生
す
る
具
体
的
な
内
容
は
。

答
 

漁
港
施
設
内
に
お
い

て
水
産
物
の
販
売
や

料
理
な
ど
の
提
供
を
行
う
事

業
や
、
そ
の
漁
港
施
設
内
で

遊
漁
、
漁
港
体
験
活
動
、
海

洋
・
環
境
に
関
す
る
体
験
活

動
な
ど
を
新
た
に
創
設
さ
れ

た
活
用
事
業
を
行
う
場
合

に
、
占
用
料
を
徴
収
す
る
こ

と
と
な
る
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
20
号
︿
産
建
﹀

お
お
い
町
企
業
振
興
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

「
統
計
法
第
二
十
八
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
統
計
基
準

と
し
て
日
本
標
準
産
業
分
類

を
定
め
る
件
」
が
告
示
さ
れ
、

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
施

行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の
。

主
な
質
疑

問
今
回
の
改
正
内
容

で
、「
工
場
又
は
店

舗
」
を
「
工
場
等
」
と
言
う

文
言
に
改
正
さ
れ
て
い
る

が
、
対
象
が
広
く
捉
え
ら
れ

る
よ
う
に
感
じ
る
。「
工
場

等
」
の
言
い
回
し
に
想
定
さ

れ
る
具
体
的
な
も
の
は
。

答

 

対
象
業
種
区
分
に
も

規
定
さ
れ
て
い
る
本

社
機
能
、
い
わ
ゆ
る
対
象
企

業
の
企
画
情
報
処
理
、
研
究

開
発
、
総
務
、
経
理
な
ど
を

行
う
事
務
所
や
研
究
所
、
研

修
所
な
ど
も
想
定
し
た
も
の

で
あ
る
。【

全
会
一
致
・
可
決
】

●
発
委
１
号

お
お
い
町
議
会
委
員
会
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

︻
提
案
理
由
︼

令
和
５
年
４
月
に
地
方
自

治
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

地
方
議
会
に
係
る
手
続
き
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
可
能
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
公
述
人

の
申
し
出
や
代
理
人
又
は
文

書
に
よ
る
意
見
の
陳
述
を
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
方
法
で
行

う
場
合
や
、
委
員
会
の
会
議

の
記
録
な
ど
に
つ
い
て
改
正

す
る
も
の
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】
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特
集
①

特
集
②

活
動
報
告

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

一
般
質
問

追 

跡

審
議
内
容

●
発
委
２
号

お
お
い
町
議
会
会
議
規
則
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

令
和
５
年
４
月
に
地
方

自
治
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、
地
方
議
会
に
係
る
手
続

き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
可
能

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
文
書

な
ど
に
よ
り
提
出
が
求
め
ら

れ
て
い
る
請
願
や
意
見
書
な

ど
、
ま
た
委
員
会
報
告
書
な

ど
文
書
に
よ
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
手
続
き
に
つ
い

て
、
会
議
規
則
に
規
定
す
る

こ
と
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
化

が
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
改

正
を
す
る
も
の
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

当
初
予
算
を
可
決

●
議
案
22
号
︿
予
算
﹀

令
和
６
年
度
お
お
い
町
一
般

会
計
予
算

１
２
３
億
３
０
０
０
万
円

【
賛
成
多
数
・
可
決
】

●
議
案
23
号
︿
予
算
﹀

令
和
６
年
度
お
お
い
町
後
期

高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

予
算１

億
２
０
９
０
万
７
千
円

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
24
号
︿
予
算
﹀

令
和
６
年
度
お
お
い
町
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予

算
９
億
２
０
５
４
万
４
千
円

【
賛
成
多
数
・
可
決
】

●
議
案
25
号
︿
予
算
﹀

令
和
６
年
度
お
お
い
町
国
民

健
康
保
険
診
療
事
業
特
別
会

計
予
算１

億
５
３
７
万
９
千
円

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
26
号
︿
予
算
﹀

令
和
６
年
度
お
お
い
町
介
護

保
健
事
業
特
別
会
計
予
算

９
億
５
３
２
３
万
９
千
円

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
27
号
︿
予
算
﹀

令
和
６
年
度
お
お
い
町
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
予

算

７
５
５
万
１
千
円

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
28
号
︿
予
算
﹀

令
和
６
年
度
お
お
い
町
簡
易

水
道
事
業
会
計
予
算

●
収
益
的
収
入

３
億
８
３
２
万
５
千
円

●
収
益
的
支
出

３
億
８
３
２
万
５
千
円

●
資
本
的
収
入

８
０
９
８
万
１
千
円

●
資
本
的
支
出

９
２
７
２
万
９
千
円

【
全
会
一
致
・
可
決
】

※ 

今
年
度
よ
り
簡
易
水
道
事
業
と

下
水
道
事
業
は
企
業
会
計
と
し

て
計
上
し
て
い
ま
す
。

●
議
案
29
号
︿
予
算
﹀

令
和
６
年
度
お
お
い
町
下
水

道
事
業
会
計
予
算

●
収
益
的
収
入

４
億
８
７
５
８
万
３
千
円

●
収
益
的
支
出

４
億
８
７
５
８
万
３
千
円

●
資
本
的
収
入

２
億
７
４
９
６
万
７
千
円

●
資
本
的
支
出

２
億
９
５
１
７
万
９
千
円

【
全
会
一
致
・
可
決
】

工
事
請
負
契
約
を

可
決

●
議
案
30
号
︿
総
務
﹀

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
︵
里
山
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
空
調
設
備
更
新
工
事
︶

里
山
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

の
空
調
設
備
更
新
工
事
を
行

う
も
。

・
契
約
金
額

１
億
１
３
１
６
万
６
千
８
百
円

・
契
約
の
相
手
方

株
式
会
社 

こ
ん
ど
う

主
な
質
疑

問
空
調
機
器
の
更
新
に

よ
り
電
気
代
な
ど
の

効
率
化
が
見
込
め
る
の
か
。

答

 

当
初
設
置
さ
れ
た
も

の
と
比
較
す
る
と
、

約
30
〜
40
％
性
能
が
ア
ッ
プ

し
て
い
る
た
め
、
電
気
代
な

ど
の
節
電
効
率
化
も
計
ら
れ

て
い
る
。

問
工
事
時
期
は
10
月
か

ら
11
月
と
な
っ
て
お

り
、
地
区
の
文
化
祭
の
時
期

と
重
な
る
が
、
支
障
は
な
い

か
。答

 

工
事
期
間
に
つ
い
て

は
、
空
調
機
器
が
不

要
で
影
響
の
少
な
い
10
月
か

ら
11
月
の
時
期
に
10
日
程
度

で
行
え
る
よ
う
設
定
し
て
い

る
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

※ 

特
別
会
計
の
企
業
会
計

移
行
に
よ
り
前
年
度
よ

り
次
の
と
お
り
変
更
し

て
い
ま
す
。

◯ 

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　
　
　
←

◯
簡
易
水
道
事
業
会
計

◯ 

農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計

◯ 

特
定
環
境
保
全
公
共 

下
水
道
事
業
特
別
会
計

　
　
　
←

◯
下
水
道
事
業
会
計

※ 

当
初
予
算
に
か
か
る
主
な
事

業
や
質
疑
に
つ
い
て
は
２
・

３
ペ
ー
ジ（
特
集
ペ
ー
ジ
①
）

に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
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①

特
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②

活
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報
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ン
ケ
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一
般
質
問

追 

跡

審
議
内
容

町
道
路
線
の
廃
止

と
認
定
を
可
決

●
議
案
31
号
︿
産
建
﹀

町
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

道
路
台
帳
の
電
子
化
に
伴

う
町
道
路
線
の
見
直
し
に
よ

り
、
廃
止
す
る
も
の
。

主
な
質
疑

問
町
道
６
２
８
路
線
の

う
ち
、
台
帳
上
道
路

に
な
っ
て
い
た
５
路
線
は
、

な
ぜ
現
況
が
な
し
と
し
て
廃

止
と
な
っ
た
の
か
。

答

 

航
空
写
真
上
で
明
ら

か
に
町
道
と
し
て
機

能
し
て
い
な
い
よ
う
な
箇
所

を
抽
出
し
て
現
地
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
隣
地
の
田
畑
や
宅

地
な
ど
と
一
体
化
し
て
お

り
、
登
記
上
に
お
い
て
も
道

路
と
な
っ
て
い
な
い
た
め
、

町
道
と
し
て
の
機
能
を
有
し

て
い
る
と
認
め
ら
れ
な
い
こ

と
か
ら
、
廃
止
す
る
こ
と
と

し
た
。【

全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
32
号
︿
産
建
﹀

町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

道
路
台
帳
の
電
子
化
に
伴

い
、
新
た
に
12
路
線
追
加
し

て
計
６
３
５
路
線
を
認
定
す

る
も
の
。

主
な
質
疑

問
認
定
し
た
町
道
の
所

有
者
は
、
登
記
上 

お
お
い
町
と
い
う
こ
と
な
の

か
。答

 

町
管
理
の
道
路
だ
と

所
有
者
は
お
お
い
町

で
あ
る
が
、
現
在
、
全
て
の

町
道
が
町
と
し
て
登
記
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
な
く
、
一
部
、

当
時
の
経
緯
な
ど
で
登
記
が

な
さ
れ
て
い
な
い
路
線
も
あ

る
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

規
約
の
廃
止
を
可
決

●
議
案
33
号
︿
産
建
﹀

小
浜
市
と
お
お
い
町
と
の
廃

棄
物
︵
可
燃
物
︶
の
処
理
に

関
す
る
事
務
の
事
務
委
託
に

関
す
る
規
約
の
廃
止
に
つ
い

て
高
浜
町
に
建
設
さ
れ
た
広

域
ご
み
焼
却
施
設
の
供
用
開

始
に
よ
り
、
小
浜
市
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
大
飯
清

掃
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
を
終
了

し
た
こ
と
に
伴
い
、
地
方
自

治
法
第
２
５
２
条
の
14
第
２

項
の
規
定
に
よ
り
、
規
約
を

廃
止
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

同
法
第
２
５
２
条
の
２
の
２

第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

主
な
質
疑

問
小
浜
市
の
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
の
解
体
に

係
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
建

物
が
現
存
す
る
な
か
で
、
今

回
こ
の
規
約
を
廃
止
す
る

と
、
解
体
費
用
の
負
担
は
ど

の
よ
う
に
な
る
の
か
。

答

 

本
規
約
廃
止
後
に
お

い
て
は
こ
れ
ま
で
と

同
様
に
費
用
負
担
す
る
こ
と

を
記
し
た
覚
書
を
締
結
す
る

予
定
で
あ
る
。
そ
の
締
結
に

よ
っ
て
、
施
設
解
体
費
な
ど

の
負
担
を
お
お
い
町
が
す
る

も
の
で
あ
る
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
34
号
︿
産
建
﹀

お
お
い
町
と
高
浜
町
と
の
廃

棄
物
︵
可
燃
物
︶
の
処
理
に

関
す
る
事
務
の
事
務
委
託
に

関
す
る
規
約
の
廃
止
に
つ
い

て
高
浜
町
に
建
設
さ
れ
た
広

域
ご
み
焼
却
施
設
の
供
用
開

始
に
よ
り
、
大
飯
清
掃
セ
ン

タ
ー
の
稼
働
を
終
了
し
た
こ

と
に
伴
い
、
地
方
自
治
法
第

２
５
２
条
の
14
第
２
項
の
規

定
に
よ
り
、
規
約
を
廃
止
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
同
法
第

２
５
２
条
の
２
の
２
第
３
項

の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

陳
情
を
趣
旨
採
択

陳
情
１
号

保
育
士
配
置
の
最
低
基
準
の

引
き
上
げ
と
、
保
育
予
算
の

大
幅
な
増
額
を
求
め
る
意
見

書
の
採
択
を
求
め
る
陳
情

日
本
の
保
育
所
の
職
員
配

置
の
最
低
基
準
は
75
年
間
一

度
も
見
直
し
を
さ
れ
て
お
ら

ず
、
低
い
基
準
は
厳
し
い
労

働
条
件
に
直
結
し
、
子
ど
も

が
亡
く
な
る
痛
ま
し
い
事
故

や
保
育
士
に
よ
る
事
件
の
遠

因
と
な
っ
て
い
る
。
劣
悪
な

保
育
士
配
置
基
準
を
引
き
上

げ
る
た
め
に
も
、
保
育
予
算

の
大
幅
な
増
額
が
必
要
で
あ

り
、
保
育
士
配
置
の
最
低
基

準
の
引
き
上
げ
と
保
育
予
算

の
大
幅
な
増
額
を
求
め
る
意

見
書
を
政
府
関
係
機
関
に
対

し
提
出
を
求
め
る
も
の
。

【
全
会
一
致
・
趣
旨
採
択
】

※ 

12
ペ
ー
ジ
（
総
務
常
任
委
員

会
所
管
事
務
調
査
ペ
ー
ジ
）

に
関
連
記
事
あ
り
。

※
趣
旨
採
択
と
は
…

　
請
願
や
陳
情
に
対
す
る
議
会

の
意
思
決
定
は
、
基
本
的
に
は

「
採
択
」「
不
採
択
」
の
２
種
類

で
す
が
、
議
会
と
し
て
願
意
は

十
分
に
理
解
で
き
る
が
採
択
と

す
る
こ
と
に
問
題
が
あ
る
と
考

え
る
場
合
等
に
「
趣
旨
に
は
賛

同
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
で
「
趣

旨
採
択
」
と
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。



Ohi Town Assembly Official Report

No.73 おおい町議会だより 1 2

特
集
①

特
集
②

審
議
内
容

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

一
般
質
問

追 

跡

活
動
報
告

乾
式
貯
蔵
施
設
設
置
計
画
は�

�
�

原
子
力
発
電
対
策
特
別
委
員
会

管
で
き
る
よ
う
、
発
電
所
か
ら
の
将
来
の
搬

出
に
備
え
て
、
大
飯
発
電
所
構
内
に
使
用
済

燃
料
乾
式
貯
蔵
施
設
を
設
置
す
る
。

使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
方
式

「
個
別
格
納
方
式
」・
輸
送
・
貯
蔵
兼
用

キ
ャ
ス
ク
に
衝
撃
吸
収
カ
バ
ー
を
取
り
付

け
、
横
向
き
の
状
態
で
架
台
に
載
せ
、
基
礎

な
ど
に
固
定
し
な
い
方
法
を
採
用
。

・ 

発
電
所
敷
地
境
界
外
で
の
放
射
線
量
を
低

減
す
る
た
め
、
遮
へ
い
用
の
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
の
格
納
設
備
を
キ
ャ
ス
ク
ご
と

に
設
置
。
敷
地
境
界
外
に
お
け
る
空
間
線

量
率
は
、
原
子
炉
施
設
本
体
な
ど
か
ら
の

線
量
を
含
め
て
も
目
標
値
で
あ
る
年
間
50 

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
十
分
下
回
る
。

・ 

こ
の
方
式
は
、
乾
式
貯
蔵
に
係
る
規
制
が

見
直
さ
れ
、
安
全
性
が
確
保
さ
れ
た
さ
ま

ざ
ま
な
貯
蔵
方
式
に
対
応
し
た
こ
と
を
受

け
た
も
の
。

大
飯
発
電
所
で
の
施
設
の
容
量
は
、
最
大

23
基
、
約
２
５
０
ｔ
、
設
置
位
置
は
２
カ
所
、

工
期
は
２
０
２
５
年
か
ら
２
０
３
０
年
頃
と

な
る
。

︻
開
催
日
︼
令
和
６
年
２
月
27
日

︻
開
催
場
所
︼
全
員
協
議
会
室

︻
協
議
事
項
︼

大
飯
発
電
所
に
お
け
る
使
用
済
み
燃
料
乾

式
貯
蔵
施
設
設
置
計
画
の
事
前
了
解
願
い
に

つ
い
て
、
関
西
電
力
株
式
会
社
よ
り
以
下
の

と
お
り
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

◯ 

大
飯
発
電
所
に
お
い
て
、
使
用
済
燃
料
乾

式
貯
蔵
施
設
設
置
計
画
を
決
定
し
、
お
お

い
町
お
よ
び
福
井
県
と
の
安
全
協
定
に
基

づ
き
、
使
用
済
燃
料
乾
式
貯
蔵
施
設
設
置

計
画
に
係
る
事
前
了
解
願
い
を
提
出
し
た
。

◯ 

使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
容
量
を
増
や
さ
な
い

観
点
か
ら
、
使
用
済
燃
料
を
乾
式
貯
蔵
施

設
に
移
し
替
え
る
こ
と
で
空
い
た
貯
蔵

プ
ー
ル
の
ス
ペ
ー
ス
は
原
則
使
わ
な
い
。

◯ 

乾
式
貯
蔵
施
設
に
保
管
す
る
使
用
済
燃
料

は
、
２
０
３
０
年
頃
の
中
間
貯
蔵
施
設
設

置
後
、
順
次
速
や
か
に
中
間
貯
蔵
施
設
へ

搬
出
す
る
。

◯ 
今
後
、
乾
式
貯
蔵
施
設
の
必
要
性
や
安
全

性
な
ど
に
つ
い
て
、
丁
寧
に
説
明
す
る
。

目 
的

使
用
済
燃
料
の
中
間
貯
蔵
施
設
へ
の
よ
り

円
滑
な
搬
出
、
さ
ら
に
搬
出
ま
で
の
間
、
電

源
を
使
用
せ
ず
に
安
全
性
の
高
い
方
式
で
保

お
お
い
町
の
保
育
の
現
状
と
課
題
は�

総
務
常
任
委
員
会

委
員
会
で
は
、
陳
情
の
審
査
に
あ
た
り
、

・ 

国
に
お
い
て
、
子
ど
も
子
育
て
の
新
た

な
制
度
や
支
援
が
創
設
さ
れ
、
既
に
予

算
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る

・ 

今
後
の
国
に
よ
る
対
応
を
見
る
べ
き

・ 

お
お
い
町
内
の
保
育
園
・
こ
ど
も
園
で

は
、
保
育
士
基
準
以
外
に
も
資
格
外
の

職
員
が
サ
ポ
ー
ト
に
あ
た
り
保
育
環
境

を
十
分
に
整
え
て
い
る
状
況
で
あ
る

・ 
配
置
基
準
の
拡
大
は
保
育
士
の
採
用
に

関
係
し
、
人
員
の
確
保
や
保
育
定
員
に

影
響
し
か
ね
な
い

な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
会
に
お
い
て
、
陳
情
の
取
り
扱
い

を
審
査
し
た
結
果
、
子
ど
も
子
育
て
環
境

の
充
実
に
つ
い
て
陳
情
の
趣
旨
は
理
解
す

る
が
、
町
と
し
て
は
独
自
に
環
境
整
備
に

努
め
て
お
り
、
配
置
基
準
に
対
す
る
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
は
町
の
状
況
に
そ
ぐ

わ
な
い
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
趣
旨

採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

※
Ｐ
11
に
関
連
記
事
あ
り
。

陳
情
第
１
号
審
査 

所
管
事
務
調
査

令
和
５
年
９
月
定
例
会
議
に
お
い
て
総

務
常
任
委
員
会
に
審
査
が
付
託
さ
れ
た
陳

情
第
１
号
「
保
育
士
配
置
の
最
低
基
準
の

引
き
上
げ
と
、
保
育
予
算
の
大
幅
な
増
額

を
求
め
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
陳

情
」
に
つ
い
て
は
、「
子
育
て
応
援
日
本

一
」
を
掲
げ
る
町
と
し
て
、
所
管
事
務
調

査
項
目
と
し
て
課
題
調
査
や
情
報
収
集
を

行
う
た
め
に
継
続
審
査
と
し
た
も
の
で
す
。

子
育
て
施
策
に
つ
い
て
は
、
国
に
お
け

る
「
こ
ど
も
家
庭
庁
」
の
創
設
な
ど
、
子

育
て
環
境
の
転
換
期
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

ま
ず
国
の
施
策
の
方
向
性
を
確
認
し
、
ま

た
、
議
員
個
々
の
情
報
収
集
や
調
査
以
外

に
も
本
町
の
現
状
を
把
握
す
る
た
め
、
町

の
保
育
行
政
担
当
か
ら
、
町
内
の
保
育
環

境
や
保
育
現
場
の
状
況
、
保
育
士
確
保
等

の
課
題
に
つ
い
て
所
管
事
務
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

委員会活動
Report

リポート
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特
集
①

特
集
②

審
議
内
容

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

一
般
質
問

追 

跡

活
動
報
告

取
り
組
み
に
先
立
ち
、
台
湾
新
北
市
瑞
芳

中
学
校
と
の
姉
妹
校
協
定
を
締
結
。
そ
の

後
平
成
30
年
５
月
に
、
台
湾
新
北
市
瑞
芳

区
と
友
好
交
流
協
定
を
締
結
。
姉
妹
校
協

定
、
友
好
都
市
協
定
の
２
つ
の
締
結
に
よ

り
、
行
政
の
み
な
ら
ず
、
小
・
中
学
校
、

観
光
協
会
、
商
工
会
、
農
業
団
体
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
交
流
が
先
進
的
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
。

①
姉
妹
校
事
業

琴
平
中
学
校
、
瑞
芳

中
学
校
の
双
方
の
生
徒

が
、
毎
年
（
コ
ロ
ナ
禍

を
除
き
）
交
互
に
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
通
じ
て
交

流
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

②
友
好
都
市
交
流
事
業

台
湾
で
も
有
名

な
観
光
地
で
あ

る
、
九
份
に
て
琴

平
町
物
産
展
を
開

ま
な
既
存
物
を
利
活
用
し
、
事
業
を
行
っ

て
い
る
。

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
↓
太
陽
光
発
電
事
業

・
職
員
室
↓
事
務
所

・
校
長
室
↓
社
長
室

・
図
書
室
↓
会
議
室

・
理
科
室
↓
加
工
調
理
室

・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
↓
キ
ャ
ン
プ
場

・
体
育
館
↓
チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
養
殖
場

地
元
で
生
ま
れ
育
っ
た
方
の
熱
い
想
い

に
よ
り
、
廃
校
と
な
っ
た
中
学
校
が
有
効

に
利
活
用
さ
れ
て
い
る
。
収
益
が
生
ま
れ

る
ま
で
７
年
以
上
か
か
る
と
さ
れ
て
い
る

チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
養
殖
で
は
、
採
卵
か
ら
加

工
販
売
で
少
し
ず
つ
軌
道
に
乗
り
出
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

廃
校
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
た
事
業
の

ひ
と
つ
の
成
功
例
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

体育館でチョウザメの養殖

︻
期
日
︼

　
令
和
６
年
２
月
14
日
㈬
〜
15
日
㈭

︻
場
所
︼

　
香
川
県
仲
多
度
郡
琴
平
町
役
場

　
香
川
県
東
か
が
わ
市
㈱
Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ
Ｃ

︻
参
加
者
︼　
委
員 

７
名

産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、
昨
年
７

月
に
本
町
が
台
湾
新
北
市
淡
水
区
と
の
友

好
交
流
都
市
覚
書
の
締
結
を
し
た
こ
と
か

ら
、
今
後
に
お
い
て
有
益
な
も
の
と
な
る

よ
う
、
台
湾
と
の
友
好
都
市
交
流
の
先
進

地
で
あ
る
琴
平
町
議
会
に
行
政
視
察
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
廃
校
を
利
活
用
し
た

一
次
産
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
視
察

を
し
ま
し
た
。

香
川
県
琴
平
町

琴
平
町
は
、
人
口
約
８
２
０
０
人
と
本

町
と
同
規
模
で
あ
る
。
金
比
羅
山
を
は
じ

め
と
す
る
全
国
に
名
が
知
れ
て
い
る
観
光

資
源
が
あ
り
、
主
な
産
業
と
な
っ
て
い

る
。
平
成
29
年
１
月
に
は
、
交
流
事
業
の

催
（
コ
ロ
ナ
禍
を
除
く
年
度
で
３
回
実
施

済
み
）
し
、
琴
平
町
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
っ

て
い
る
。

③
地
域
お
こ
し
協
力
隊

台
湾
か
ら
２
名
の
隊
員
を
町
に
配
置
し

て
、
行
政
業
務
の
み
で
な
く
、
学
校
、
民

間
で
の
事

業
の
推
進

に
も
活
躍

し
て
い
る
。

国
際
交
流
に
つ
い
て
、
町
職
員
だ
け
で

な
く
、
議
会
、
住
民
を
含
め
し
っ
か
り
と

理
解
の
促
進
が
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
協
定
の
締
結
か
ら
事
業
の
開
始
ま
で
、

間
髪
入
れ
ず
同
じ
年
に
始
ま
り
、
継
続
さ

れ
て
お
り
、
国
際
交
流
に
つ
い
て
の
本
気

度
が
感
じ
ら
れ
た
。
本
町
の
協
定
締
結
か

ら
半
年
以
上
が
経
過
し
た
が
、
早
急
な
事

業
や
交
流
が
開
始
で
き
、
有
益
な
も
の
に

な
る
よ
う
議
会
と
し
て
も
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

株
式
会
社
Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ
Ｃ

代
表
取
締
役
の
板
坂
社
長
自
身
が
通
っ

た
引
田
中
学
校
が
廃
校
と
な
っ
た
こ
と

で
、
朽
ち
果
て
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
は
な

く
、
新
規
事
業
で
地
域
活
性
が
で
き
な
い

か
と
起
業
を
決
意
。
学
校
施
設
の
さ
ま
ざ

視 察 研 修

・
台
湾
と
の
友
好
交
流
協
定
締
結
先
進
地
の
状
況

・
廃
校
を
利
活
用
し
た
養
殖
施
設
を
視
察

�

産
業
建
設
常
任
委
員
会
視
察
研
修
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一
般
質
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追 

跡

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

議会だより第72号で今後の議会の広報広聴活動に生かすためにアンケートを実施し
ました。書面での回答が52人、QRコードからの回答が10人、合計62人の方から回答
をいただきました。その結果は次のとおりです。（抜粋）

注目する記事は…
①一般質問　②審議結果　③活動報告　④あれからどうなったの
　　　　（前回：①一般質問　②審議結果　③あれからどうなった　④輝く人）
前回アンケートに比べて、委員会の活動報告に関心のある方が増えています。

「議会だより」への要望は…
①町民の顔や主張を増やす　②情報量を増やす　③特集を増やす
④その他のご意見から

・インターネット上でも「議会だより」を読めるようにしてほしい 
　⇒おおい町のホームページで「議会だより」をご覧いただけます 
　　QRコードを読み取りサイトにお進みください

「議会だよりモニター制度」について
　・制度の内容を知らない　　24人　　・内容を知っている　5人
　・機会があればしてみたい　 3人

おおい町議会では、議会の見える化・住民に信頼される議会を目指し、皆さんの
声を議会だよりに生かすために、議会だよりの評価や分析、編集についての意見を
いただく「議会だよりモニター」の設置を検討しています。

＊その他「議会だより」へのご意見（抜粋）
　・ 文章が多い。多忙な方は詰めて書かれているところは飛ばして読まれているので
はないかと思います。読みやすい工夫はないですか。

　・輝く人は一番好きなページです。
　・ 毎回「議会だより」を楽しみにしている町民の一人ですが、もう少し内容が濃く

なれば更に良くなるかと思う。
　・定例会議、審査内容をもう少し詳しく説明していただけると嬉しいです。
　・あまり盛りだくさんにしないで。

アンケート調査に協力いただきありがとうございました。
この結果をふまえ、輝く人など町民との接点を増やし、議会に対する
関心が高まるような議会の見える化への企画に取り組みます。
紙面の都合上、すべてのご意見を掲載していませんが、それぞれを参
考に今後も紙面の充実に努めていきます。

「議会だより」アンケート調査結果を報告します「議会だより」アンケート調査結果を報告します
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特
集
①

特
集
②

審
議
内
容

活
動
報
告

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

追 

跡

一
般
質
問

町
政
こ
こ
が
聞
き
た
い
！
3
月
定
例
会
議
で
は
、
4
人
の
議
員

が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
︒

問
空
き
家
の
実
態
把
握

は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

答
︵
町
長
︶
平
成
30
年

度
の
空
き
家
実
態
調

査
時
点
の
台
帳
で
は
、
２
４

５
軒
が
空
き
家
と
確
認
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
後
、
売
却
や

除
却
に
よ
り
２
２
６
軒
に

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
降
に

増
加
し
た
空
き
家
に
つ
い
て

は
、
把
握
で
き
て
い
な
い
た

め
、
今
後
、
空
き
家
台
帳
の

更
新
を
行
っ
て
い
く
。

中
なかにし

西  秀
ひでかず

和

問
令
和
２
年
度
以
降
、

対
面
形
式
で
の
空
き

家
対
策
協
議
会
が
開
か
れ
な

か
っ
た
理
由
と
令
和
５
年
度

の
開
催
は
。

答
︵
町
長
︶
令
和
２
年

度
ま
で
は
空
き
家
対

策
計
画
の
策
定
や
条
例
の
制

定
な
ど
、
協
議
す
る
内
容
も

多
い
た
め
、
対
面
形
式
で

行
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
以
降

は
行
っ
て
い
な
い
。
令
和
５

年
度
は
書
面
で
の
開
催
を

行
っ
た
。

問
空
き
家
所
有
者
ア
ン

ケ
ー
ト
が
行
わ
れ
た

平
成
30
年
時
点
で
10
年
以
上

経
過
し
た
空
き
家
が
35
軒
と

な
っ
て
い
る
。
現
在
の
軒
数

と
そ
の
状
態
で
あ
る
原
因
は
。

答
︵
建
設
課
長
︶
現
在

は
、
２
軒
減
少
し
て

33
軒
と
な
っ
て
い
る
。
原
因

と
し
て
は
「
所
有
者
の
死
亡

に
よ
り
相
続
を
し
た
が
、
使

い
道
が
な
い
」
と
い
う
理
由

が
最
も
多
く
、
他
に
「
遠
方

に
住
ん
で
い
る
」、「
別
に
家

が
あ
る
」
な
ど
の
理
由
が
あ

る
。問

河
村
区
の
通
学
路
に

面
し
た
空
き
家
は
老

朽
化
に
よ
り
危
険
な
状
態
で

あ
る
。
町
と
し
て
の
対
応
は
。

答
︵
町
長
︶
令
和
３
年

度
に
所
有
者
に
お
い

て
飛
散
落
下
防
止
措
置
を
実

施
さ
れ
た
。
地
元
区
か
ら
の

倒
壊
を
危
惧
す
る
声
を
伝
え

て
い
る
が
、
抜
本
的
な
解
決

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
引
き

続
き
所
有
者
に
適
正
管
理
を

求
め
て
い
く
。

問
倒
壊
の
可
能
性
が
あ

る
Ｄ
ラ
ン
ク
空
き
家

の
現
時
点
で
の
戸
数
と
今
後

の
対
処
法
は
。

答
︵
建
設
課
長
︶
Ｄ
ラ

ン
ク
の
空
き
家
は
平

成
30
年
時
点
で
は
17
軒
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
除
却

が
行
わ
れ
て
令
和
６
年
２
月

末
で
10
軒
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
対
処
法
は
所
有
者
に

適
正
管
理
の
お
願
い
や
空
き

家
に
関
す
る
各
種
制
度
の
周

知
を
行
い
、
対
策
を
働
き
か

け
る
。

問
Ｄ
ラ
ン
ク
の
空
き
家

で
特
定
空
き
家
に
認

定
す
る
建
物
は
あ
る
の
か
。

答
︵
建
設
課
長
︶
現
時

点
で
は
な
い
が
、
今

後
特
定
空
き
家
に
認
定
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

問
過
去
に
緊
急
安
全
措

置
や
立
ち
入
り
調
査

を
行
っ
た
事
例
は
あ
る
の
か
。

答
︵
建
設
課
長
︶
緊
急

安
全
措
置
を
講
じ
た

事
例
は
２
件
で
、
立
ち
入
り

調
査
を
行
っ
た
事
例
は
な
い
。

問
空
き
家
が
発
生
す
る

主
た
る
原
因
は
ど
こ

に
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

答
︵
町
長
︶
少
子
高
齢

化
や
人
口
減
少
、
所

有
者
の
経
済
的
な
理
由
、
ま

た
空
き
家
の
相
続
人
が
遠
方

に
住
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
。

問
空
き
家
発
生
の
予
防

措
置
お
よ
び
今
後
の

空
き
家
対
策
の
課
題
を
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

答
︵
町
長
︶
予
防
措
置

は
空
き
家
に
し
な
い

こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
所
有

者
や
そ
の
家
族
に
そ
の
た
め

の
意
識
啓
発
を
行
っ
て
い

く
。
ま
た
、
空
き
家
に
な
っ

た
場
合
に
は
、
所
有
者
に
早

期
に
意
思
決
定
を
行
っ
て
い

た
だ
き
、
流
通
、
活
用
さ
せ

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
空
き
家
は
全
国

的
に
も
重
要
な
課
題
で
あ

り
、
個
人
の
問
題
に
と
ど
ま

ら
ず
集
落
の
問
題
で
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
除
却
や
有
効
活

用
、
適
切
な
管
理
の
推
進
を

基
本
に
問
題
解
決
に
向
け
て

取
り
組
む
。

◥�
空
き
家
が
発
生
す
る
主
た
る
原
因
は

町
長 
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
、所
有
者
の
経
済
的
な
理
由
ま

た
、相
続
人
が
遠
方
に
住
ん
で
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
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問
事
前
了
解
願
い
が
提

出
さ
れ
た
が
、
町
の

対
応
は
。

答
︵
町
長
︶
町
と
し
て

は
、
事
業
者
が
原
子

力
規
制
委
員
会
に
原
子
炉
設

置
変
更
許
可
申
請
を
行
う
こ

と
へ
の
了
承
判
断
、
そ
し
て

審
査
後
に
お
け
る
施
設
設
置

の
事
前
了
解
の
判
断
と
２
段

階
で
対
応
す
る
。

　

 

今
後
の
了
承
の
判
断
に
向

け
て
は
、
２
月
の
県
議
会
を

は
じ
め
、
県
の
原
子
力
安
全

専
門
委
員
会
や
原
子
力
環
境

安
全
管
理
協
議
会
の
議
論
、

◥�

乾
式
貯
蔵
施
設
設
置
計
画
事
前
了
解
願
い
へ
の

対
応
は

町
長 
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
、県
、立
地
町
の
動
向
な
ど
を 

総
合
的
に
勘
案
し
判
断
し
た

辻
つじ

　  徹
とおる

そ
し
て
３
月
８
日
の
本
町
議

会
原
子
力
発
電
対
策
特
別
委

員
会
で
の
意
見
を
踏
ま
え
、

町
と
し
て
総
合
的
に
勘
案
し

判
断
す
る
。

　

 

な
お
、
そ
の
判
断
時
期
に

つ
い
て
は
、
一
定
の
環
境
が

整
い
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、

同
じ
く
当
事
者
で
あ
る
福
井

県
や
立
地
町
の
動
向
も
注
視

し
な
が
ら
適
時
適
切
に
行
う
。

問
乾
式
貯
蔵
の
安
全
性

を
ど
の
よ
う
に
理
解

し
て
い
る
の
か
。

答
︵
町
長
︶
従
来
か
ら

使
用
済
み
燃
料
対
策

の
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
、

乾
式
貯
蔵
は
よ
り
高
い
安
全

性
の
向
上
に
つ
な
が
る
も
の

で
あ
る
と
の
認
識
を
持
っ
て

い
る
。
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン

ト
対
策
を
含
め
た
個
別
具
体

的
な
安
全
性
に
つ
い
て
は
、

原
子
力
規
制
委
員
会
に
よ
る

詳
細
か
つ
厳
格
な
審
査
を
受

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
認
さ

れ
る
も
の
と
考
え
る
。

問
住
民
へ
の
理
解
が
進

ん
で
い
な
い
。
町
の

対
応
は
。

答
︵
町
長
︶
今
の
時
点

で
は
、
事
業
者
の
個

別
の
対
応
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
番
組

の
放
映
な
ど
に
よ
り
周
知
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

そ
れ
で
も
理
解
し
難
い
と
い

う
の
は
、
住
民
目
線
の
中
で

の
説
明
の
方
式
な
ど
も
今
後

も
同
時
並
行
的
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。

災
害
時
の
避
難
所
は

問
津
波
と
原
子
力
災
害

が
複
合
的
に
発
災
し

た
場
合
の
想
定
は
。

答
︵
町
長
︶
は
ま
か
ぜ

交
流
セ
ン
タ
ー
は
、

町
が
作
成
し
た
津
波
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
で
示
し
た
津
波
高

を
上
回
る
標
高
に
位
置
し
て

お
り
、
津
波
に
よ
る
浸
水
の

影
響
を
受
け
な
い
施
設
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
能
登
半
島
地
震
に
お
い
て

は
、
多
く
の
住
宅
の
倒
壊
や

避
難
道
路
が
寸
断
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
複
合
災
害
が
発
生

し
た
場
合
の
避
難
が
困
難
と

な
る
事
態
が
想
定
さ
れ
た
。

　

 

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
原

子
力
規
制
委
員
会
に
お
い
て

は
屋
内
退
避
に
係
る
避
難
の

在
り
方
を
、
内
閣
府
に
お
い

て
複
合
災
害
を
想
定
し
た
緊

急
時
対
応
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
お
り
、
今
後
、
新
た

な
知
見
に
よ
り
避
難
計
画
な

ど
が
見
直
し
さ
れ
る
こ
と
に

な
れ
ば
、
町
と
し
て
適
切
に

対
応
す
る
。

避
難
道
に
お
け
る�

通
信
状
況
は

問
避
難
道
に
お
け
る
通

信
状
況
の
把
握
は
し

て
い
る
の
か
。

答
︵
防
災
安
全
課
長
︶

原
子
力
災
害
時
の
避

難
ル
ー
ト
と
な
っ
て
い
る
区

間
の
ほ
と
ん
ど
が
ラ
ジ
オ
や

携
帯
電
話
な
ど
の
受
信
が
可

能
な
エ
リ
ア
と
な
っ
て
い

る
。
一
方
で
、
各
種
通
信
電

波
が
遮
蔽
さ
れ
る
ト
ン
ネ
ル

な
ど
に
お
い
て
は
、
ラ
ジ
オ

や
携
帯
電
話
が
利
用
で
き
な

い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
災
害
制

圧
道
路
の
一
部
で
あ
る
新
大

島
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
、
道

路
管
理
者
で
あ
る
県
か
ら
事

業
主
体
と
な
る
移
動
通
信
整

備
協
会
に
通
信
の
改
善
事
業

の
実
施
に
つ
い
て
確
認
を
し

た
と
こ
ろ
、
交
通
量
な
ど
事

業
採
算
性
の
観
点
か
ら
現
時

点
で
は
事
業
化
が
困
難
で
あ

る
旨
の
回
答
が
あ
っ
た
。

問
新
大
島
ト
ン
ネ
ル
で

の
早
急
な
対
策
を
。

答
︵
防
災
安
全
課
長
︶

原
子
力
災
害
制
圧
道

路
と
い
う
こ
と
で
、
緊
急
時

の
通
信
機
能
と
い
う
も
の
は

非
常
に
重
要
で
あ
る
と
認
識

を
し
て
お
り
、
国
、
県
な
ど

に
対
し
、
要
請
を
し
て
い
く
。

※ 

福
井
県
知
事
は
３
月
15
日
に
乾

式
貯
蔵
申
請
を
了
承
。
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◥�
本
郷
区
内
を
流
れ
る
樋
ノ
口
川
、よ
ば
た
川
の

万
全
な
浸
水
対
策
を

町
長 
平
成
28・29
年
度
に
策
定
し
た
排
水
改
善
対
策
基
本
計
画

を
、近
年
の
豪
雨
状
況
等
も
踏
ま
え
令
和
６
年
度
に
排
水

対
策
の
修
正
を
行
う

問
２
０
１
１
年
５
月
に

当
町
で
記
録
し
た
、

県
内
観
測
史
上
最
大
の
24
時

間
雨
量
３
７
０
ミ
リ
に
耐
え

得
る
浸
水
対
策
が
必
要
と
の

観
点
か
ら
、
新
年
度
に
予
定

さ
れ
て
い
る
、
樋
ノ
口
川
、

よ
ば
た
川
両
河
川
の
排
水
改

善
施
設
整
備
に
伴
う
基
本
設

計
修
正
業
務
の
概
要
を
伺
う
。

猿
さるはし

橋  啓
けいいち

一

答
︵
町
長
︶
樋
ノ
口
川

流
域
約
７
㌶
、
よ
ば

た
川
流
域
約
９
㌶
を
対
象
と

し
た
、
排
水
改
善
対
策
基
本

計
画
の
修
正
を
行
う
も
の
で

あ
る
。
内
容
は
、
貯
留
施
設

候
補
地
と
し
て
い
る
旧
商
工

会
館
跡
地
の
地
質
調
査
、
降

雨
強
度
の
見
直
し
、
そ
れ
に

伴
う
施
設
規
模
な
ど
の
再
検

討
や
、
雨
水
な
ど
が
佐
分
利

川
へ
直
接
排
水
さ
れ
て
い
る

本
郷
橋
上
流
の
左
岸
側
の
低

地
約
１
㌶
の
排
水
対
策
の
検

討
を
、
周
辺
住
民
の
理
解
を

得
な
が
ら
進
め
て
行
く
。

問
浸
水
対
策
に
お
い

て
、
県
道
バ
イ
パ
ス

道
路
付
近
に
あ
る
、
二
か
所

の
農
業
用
ゲ
ー
ト
の
管
理
も

大
切
で
は
。

答
︵
農
林
水
産
課
長
︶

農
業
用
水
路
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
耕
作
者
な
ど
の

協
力
に
よ
る
対
応
が
必
要
で

あ
り
、
検
討
す
る
。

問
新
年
度
に
お
い
て
、

な
ぜ
修
正
業
務
を
予

定
し
て
い
る
の
か
。

答
︵
建
設
課
長
︶
昨
今

の
豪
雨
状
況
か
ら
、

５
年
に
一
回
程
度
発
生
す
る

大
雨
を
、
10
年
に
一
回
程
度

発
生
す
る
大
雨
を
想
定
し
た

施
設
規
模
な
ど
に
見
直
し
す

る
た
め
。

問
想
定
さ
れ
る
時
間
雨

量
は
何
ミ
リ
と
な
る

の
か
。

答
︵
建
設
課
長
︶
５
年

確
率
で
計
算
し
た
時

間
雨
量
は
47
ミ
リ
で
、
10
年

確
率
で
は
56
ミ
リ
と
な
る
。

問
２
０
１
１
年
５
月
に

記
録
し
た
、
24
時
間

雨
量
３
７
０
ミ
リ
の
時
の
時

間
最
大
雨
量
は
。

答
︵
建
設
課
長
︶
53
ミ

リ
と
な
っ
て
い
る
。

問
既
存
の
排
水
用
ポ
ン

プ
、
臨
時
の
増
設
ポ

ン
プ
、
貯
水
槽
の
３
つ
の
方

法
に
よ
り
、
排
水
対
策
を
講

じ
る
の
か
。

答
︵
建
設
課
長
︶
計
画

雨
量
な
ど
を
見
直
す

中
で
、総
合
的
に
検
討
す
る
。

問
雨
水
な
ど
が
佐
分
利

川
へ
直
接
排
水
さ
れ

て
い
る
、
本
郷
橋
上
流
の
左

岸
側
の
低
地
、「
直
接
放
流

区
域
」
の
対
策
は
。

臨
時
排
水
ポ
ン
プ

答
︵
建
設
課
長
︶
修
正

業
務
に
お
い
て
、
樋

ノ
口
川
流
域
、
よ
ば
た
川
流

域
、
そ
れ
に
直
接
放
流
区
域

の
浸
水
対
策
を
総
合
的
に
検

討
し
、被
害
防
止
に
努
め
る
。

問
本
郷
区
内
の
浸
水
対

策
に
対
す
る
町
長
の

決
意
は
。

答
︵
町
長
︶
本
郷
区
内

の
浸
水
被
害
軽
減

は
、
私
の
就
任
直
後
か
ら
の

懸
案
で
あ
り
、
今
般
計
上
し

て
い
る
業
務
の
他
に
、
水
田

を
活
用
し
た
「
田
ん
ぼ
ダ

ム
」
の
導
入
な
ど
、
総
合
的

に
検
討
し
、
被
害
軽
減
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

よ
ば
た
川
ゲ
ー
ト

樋
ノ
口
川
ゲ
ー
ト

直
接
放
流
区
域

旧商工会館跡地給食センター付近
水門

県道バイパス沿いの水門
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①

特
集
②

審
議
内
容

活
動
報
告

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

追 

跡

一
般
質
問

◥�
複
合
災
害
か
ら
町
民
を
守
る
体
制
を
示
せ

町
長 

迅
速
、確
実
な
避
難
が
で
き
る
よ
う
、原
子
力
規
制
委
員

会・内
閣
府
の
議
論
の
過
程
を
踏
ま
え
、適
切
に
対
応
し

て
い
く猿

さるはし
橋 　  巧

たくみ

問
能
登
半
島
地
震
で
は

道
路
網
の
脆
弱
性
で

住
民
が
避
難
で
き
な
か
っ

た
。
す
み
や
か
に
避
難
の
計

画
を
示
せ
。

答
︵
町
長
︶
国
や
県
、

関
係
機
関
と
連
携
し

複
合
災
害
を
想
定
し
た
原
子

力
防
災
訓
練
の
実
施
な
ど
に

よ
り
、
避
難
行
動
の
実
効
性

を
高
め
、
迅
速
、
確
実
な
避

難
が
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

問
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
住

民
配
布
を
Ｕ
Ｐ
Ｚ
お

よ
び
全
町
民
に
広
げ
る
こ
と

が
必
要
で
は
。

答
︵
町
長
︶
安
定
ヨ
ウ

素
剤
の
配
布
に
関
す

る
制
度
の
広
報
を
行
う
と
と

も
に
、
今
後
の
原
子
力
規
制

委
員
会
な
ど
の
議
論
を
踏
ま

え
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

に
お
い
て
適
切
に
対
応
し
て

い
く
。

問
１
月
１
日
の
地
震
と

津
波
警
報
に
よ
り
多

数
の
避
難
が
あ
っ
た
が
、
そ

の
中
で
も
高
浜
町
の
住
民
が

多
数
見
ら
れ
た
。
こ
れ
は
想

定
外
で
あ
り
計
画
の
見
直
し

が
必
要
で
は
。

答
︵
町
長
︶
津
波
な
ど

の
避
難
に
つ
い
て

は
、
基
本
的
に
は
避
難
計
画

等
に
基
づ
き
各
自
治
体
で
完

結
す
る
も
の
と
な
っ
て
お

り
、
各
自
治
体
の
運
用
面
で

の
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
今

回
の
ケ
ー
ス
を
教
訓
と
し

て
、
広
域
の
中
で
ど
の
よ
う

な
連
携
が
必
要
と
な
る
か
、

今
後
検
討
し
て
い
く
。

問
冬
季
の
避
難
対
策
で

は
、
寒
さ
対
策
と
ト

イ
レ
対
策
が
重
要
で
あ
り
、

備
蓄
計
画
な
ど
の
充
実
が
必

要
で
は
。

答
︵
防
災
安
全
課
長
︶

寒
さ
対
策
と
し
て
、

毛
布
を
備
蓄
し
、
ト
イ
レ
対

策
に
つ
い
て
は
、
蓄
便
袋
や

凝
固
剤
、
簡
易
洋
式
便
座
な

ど
が
入
っ
た
、
避
難
所
用
簡

易
ト
イ
レ
を
購
入
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

問
津
波
想
定
高
の
見
直

し
で
、
町
内
海
岸
地

帯
の
安
全
性
の
充
実
を
図
る

必
要
か
ら
、
防
波
堤
の
嵩か
さ
上

げ
や
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
設
置
を

提
言
す
る
。

答
︵
副
町
長
︶
既
存
の

海
岸
保
全
施
設
や
、

漁
港
施
設
な
ど
の
機
能
保
全

に
努
め
、
維
持
補
修
な
ど
を

行
い
な
が
ら
、
施
設
の
長
寿

命
化
を
図
っ
て
い
く
。

町
民
の
健
康
増
進
の

充
実
を

問
予
防
対
策
と
し
て
高

額
な
た
め
接
種
な
ど

が
出
来
な
い
「
帯
状
疱
疹
ワ

ク
チ
ン
」
や
「
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
診
」

に
対
し
て
、
接
種
や
予
防
検

診
費
用
助
成
を
行
う
こ
と
を

求
め
る
。

答
︵
す
こ
や
か
健
康
課
長
︶

「
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ

ン
」
の
接
種
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
国
に
お
い
て
「
定
期

接
種
化
」
へ
の
検
討
が
さ
れ

て
お
り
、
引
き
続
き
、
国
の

動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
他
の

自
治
体
の
対
応
な
ど
も
確
認

し
な
が
ら
、
助
成
の
可
否
に

つ
い
て
判
断
し
て
い
く
。

「
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
診
」
は
健
康
寿

命
を
延
ば
す
た
め
に
個
人
の

意
思
に
基
づ
く
も
の
で
、
国

が
推
奨
す
る
が
ん
検
診
で
な

い
こ
と
か
ら
、
現
時
点
に
お

い
て
は
、
町
に
よ
る
助
成
は

考
え
て
い
な
い
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー�

支
援
は

問
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

へ
の
支
援
」体
制
は
。

答
︵
す
こ
や
か
健
康
課
長
︶

町
に
お
け
る
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
に
つ
い

て
、
現
時
点
で
該
当
す
る
子

ど
も
は
い
な
い
と
考
え
る
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
の

配
置
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も

の
虐
待
や
貧
困
な
ど
の
相
談

支
援
を
含
め
た
体
制
確
保
を

検
討
す
る
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に

向
け
た
取
り
組
み

問
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関

す
る
町
職
員
な
ど
の

実
態
調
査
や
特
別
研
修
は
進

ん
で
い
る
の
か
。

答
︵
総
務
課
長
︶
平
常

時
に
は
特
に
実
施
を

し
て
い
な
い
が
、
日
ご
ろ
か

ら
職
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
相
談

し
や
す
い
職
場
環
境
に
努
め

て
い
る
。
研
修
に
関
し
て
は
、

福
井
県
自
治
研
修
所
主
催
の

市
町
村
職
員
の
研
修
を
受
講

し
て
い
る
。
ま
た
、
町
独
自

の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研
修
も
実

施
し
て
い
る
。

問
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
制
度
」
を
町
で
も

進
め
て
み
て
は
ど
う
か
。

答
︵
住
民
窓
口
課
長
︶

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

の
方
の
日
常
生
活
上
の
困
難

や
生
き
づ
ら
さ
を
少
し
で
も

軽
減
す
る
た
め
、
制
度
導
入

に
つ
い
て
検
討
す
る
。
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休止するグループホームの部屋を、介護人材確
保などの他の目的に活用しては。

（令和5年3月議会　原田 和美 議員）

なごみ診療所グループ
ホーム休止後の活用は

介護人材の不足解消に繋がることも選択肢の
ひとつとして、施設の有効活用を検討する。

指定管理者や関係機関の
意見を聴き検討を行う

　議会だよりでは、定例会議での一般質問の要旨を掲載して
います。議員からの提案などがどのように町政に反映された
かを、追跡調査してみました。

a follow-up survey

町長答弁

令和6年度当初予算において、1ユニットを病
児保育室に、1ユニットを外国人介護士の宿舎
へ改修を計画。

病児病後児保育室整備
と、介護職員宿舎への
改修を予算化

どうなった?

　なごみ診療所には、9床×2ユニットの
グループホームがありましたが、1ユニッ
トは開設当初から未使用で、1ユニット
は入所者の重度化や介護職員の不足など
で昨年度から休止となっていました。

令和6年度当初予算では

●1ユニットは、病児病後児デイケアの
保育室として改修し、託児室や安静室、
療養室として活用する計画です。

●1ユニットは、今後の介護人材を確保
するために、介護職員の宿舎に改修する
計画となっています。

ちょっと
深掘り！
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福
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県
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議
会

●
発
行
責
任
者
：
議
長
 
細
川
正
博

●
編
　
　
　
集
：
広
報
特
別
委
員
会

おおい町議会では、本会議をはじめ議員全員協議会や各委員会も公開しています。
次回の定例会議は6月です。傍聴については議会事務局（77-4060）までお問い合わせください。

会　期：6月6日から6月21日まで（16日間）
本会議：6月6日（議案提案理由説明）、6月18日（一般質問）、6月21日（採決）
委員会：予算決算常任委員会（6月6日）、総務・産業建設常任委員会（6月7日） 

原子力発電対策特別委員会（6月11日）

6月
定例会議の

予定

●

編
集
後
記
●

議
会
広
報
活
動
も
、
わ
か
ら
な
い

こ
と
ば
か
り
で
、
先
輩
議
員
の
ご
指

導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
早
１
年
が
経
過

い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
お
お
い

町
に
お
い
て
も
多
く
の
諸
問
題
が
発

生
致
し
ま
し
た
。

特
に
、
今
回
の
能
登
半
島
地
震
に

お
け
る
津
波
警
報
に
は
多
く
の
住
民

が
避
難
行
動
に
戸
惑
っ
た
よ
う
で
す
。

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
住
民
が

安
全
で
安
心
し
た
避
難
行
動
が
で
き

る
よ
う
、
再
度
避
難
計
画
を
検
証
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
原
発
事
故
に
よ
る
複
合
災

害
も
考
慮
し
た
避
難
所
の
指
定
等
の

見
直
し
も
含
め
て
討
議
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

北
陸
新
幹
線
が
敦
賀
ま
で
開
通
し
、

新
幹
線
の
よ
う
な
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
政

策
も
必
要
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後

と
も
町
民
に
わ
か
り
や
す
い
広
報
活

動
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

（
高
本 

記
）

·
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　
　
原
田　
和
美

副
委
員
長　
　
屋
敷　
浩
道

委　
　
員　
　
堤　
　
満
也

　
　
〃　
　
　
中
西　
秀
和

　
　
〃　
　
　
高
本　
和
良

　
　
〃　
　
　
寺
井　
義
孝

名
田
庄
中
学
校

２
年
生

旧
あ
き
な
い
館
跡
地
に
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
を
設

置
す
る
の
が
目
標
で
す
。

発
表
原
稿
の
作
成

に
、皆
で
取
組
み
ま

し
た
が
、質
問
に
対

す
る
回
答
が
う
ま

く
で
き
な
か
っ
た
。

ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ

た
名
田
庄
に
行
っ

て
み
よ
う
や
ハ
ッ

シ
ュ
タ
グ
の
活
用

を
考
え
た
い
。

試
作
し
た
ド
ー
ナ

ツ
に
対
し
て
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
、総
合

的
な
学
習
の
な
か

で
活
か
し
た
い
。

映
え
ス
ポ
ッ
ト
、お
年

寄
り
に
も
人
気
が
あ

る
も
の
を
作
る
。

来
て
も
ら
っ
て
、ま
た

来
た
い
と
思
わ
れ
る

ス
ポ
ッ
ト
を
作
る
。

自
然
薯
ド
ー
ナ
ツ

の
調
理
実
習
風
景

を
も
っ
と
詳
し
く

報
告
し
た
ほ
う
が

よ
か
っ
た
。

グ
ラ
フ
を
用
い
て
、

分
か
り
や
す
い
資
料

作
り
に
頑
張
っ
た
。

自
然
薯
ド
ー
ナ
ツ
を
給
食

で
食
べ
た
り
し
た
い
。ド

ー
ナ
ツ
を
学
校

内
で
販
売
し
て
み

た
い
。

ド
ー
ナ
ツ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

や
商
品
名
な
ど
を
考
え
て

い
き
た
い
。

発
表
は
緊
張
し
た
け

れ
ど
、
理
解
し
て
も

ら
っ
て
よ
か
っ
た
。

名
田
庄
を
ど
う
す
れ
ば

Ｐ
Ｒ
で
き
る
の
か
、難
し

か
っ
た
。

こ
の
学
習
で
、名
田
庄
の

魅
力
や
課
題
が
分
か
り
ま

し
た
。

チ
ラ
シ
作
り
に
お
い
て
、

観
光
協
会
の
方
の
意
見
も

参
考
に
、名
田
庄
を
ア
ピ
ー

ル
し
た
い
。

自
然
薯
の
調
理
方
法
を
議

員
さ
ん
か
ら
学
び
ま
し
た
。

発
表
で
は
し
っ
か
り
伝
え

ら
れ
た
。
ア
ド
バ
イ
ス
さ

れ
た
こ
と
を
、様
々
な
方

法
で
試
し
た
い
。

作
成
し
た
チ
ラ
シ
を
改
良

し
、た
く
さ
ん
の
人
に
わ

た
る
よ
う
に
し
た
い
。

２
月
27
日
に
中
学
生
議
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

今
回
は
、「
町
の
活
性
化
」
を
提

案
し
て
く
れ
た
中
学
生
を
、
将
来
の

町
を
担
う
輝
く
人
と
し
て
、
議
会
発

表
後
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。


